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【はじめに】

血液事業は，献血者の善意と健康があってこそ

成り立つ事業である。今後も継続して献血に協力

しようと思っていただける，また，献血不適とな

った方が次回は献血できる取り組みが必要であ

る。岩手センターでは，献血者の健康管理に役立

つ情報を提供するため，パンフレットを作成し，

活用したので報告する。

【取り組み内容】

作成した６つのパンフレットを紹介する。

１．�血色素低値で献血不適となった方に向けた「貧

血を防ぐ健康生活のススメ」（図１A）

貧血を防ぐために必要な栄養素と食べ物を紹介

し，県産食材を使用した貧血改善レシピを掲載し

ている。血色素低値により献血不適となった方や

低ヘモグロビン症の方に渡している。採血担当者

からは，「貧血について，とくに女性の関心が高い。

パンフレットを参考に食生活等を見直し，２カ月

程度過ごしてから，再び献血に来ることをおすす

めしている。」という声があった。

２．�高血圧で献血不適となった方に向けたパンフ

レット（図１B）

高血圧の分類や基準に関する資料，献血の検診
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A： 血色素低値で献血不適となった方に向けた「貧血を防ぐ健康生活のススメ」
https://www.bs.jrc.or.jp/th/iwate/special/files/hinketsu.pdf

B： 高血圧で献血不適となった方に向けたパンフレット
https://www.bs.jrc.or.jp/th/iwate/special/files/koketsueatsu.pdf
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時の血圧に関する分析などを掲載している。高血

圧により献血不適となった方に渡している。検診

医からは，「高血圧による心臓病や脳血管疾患の

リスクについて検診医から説明し，要望あれば病

院受診の紹介状をお渡しする。パンフレットを使

用して説明すると，献血不適となった方も納得し

ている。」という声があった。

３．�肥満の方に向けた「あなたはメタボ・肥満大

丈夫？」（図２A）

肥満の指標となるBMIの計算方法や疾患との

関係を紹介し，肥満予防のため献血後の検査結果

通知の活用をすすめている。肥満は，さまざまな

成人病疾患の要因になる。検診医が，パンフレッ

トを活用しながら健康管理の重要性について説明

している。

４．�脂質異常と糖尿病が疑われる方に向けたパン

フレット（図２B）

脂質異常症や糖尿病の病態，献血でわかる糖尿

病の代表的な検査値であるグリコアルブミンなど

について解説している。脂質異常症やグリコアル

ブミン値が20％以上の方に渡し，心筋梗塞症や

脳血管疾患，糖尿病性腎症による腎透析等のリス

クが高くなることを説明している。病院受診をす

すめる場合もある。

５．�薬の服用と献血ができるまでの期間に関する

パンフレット（図３A）

SOPで定められた薬剤のグレードごとに，使

用頻度が高い薬について具体的な薬剤名を記載し

ている。献血協力事業所担当者に渡す他，当セン

ターホームページ上に専用バナーを設置して（図

３B）献血者も閲覧できるようにしている。渉外

担当者からは，「服薬のため献血はできないと思

っている方でも，お話を聞くと，献血可能な場合

がよくある。」をいう声があった。

６．「献血de健康管理」（図４）

検査結果通知に記載されている各項目の意味に

ついて説明している。献血協力事業所担当者や献

血者へ渡す他，当センターホームページ上に専用

バナーを設置して献血者も閲覧できるようにして

いる。パンフレットを活用して，毎週火曜日献血
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A： 肥満の方に向けた「あなたはメタボ・肥満大丈夫？」
https://www.bs.jrc.or.jp/th/iwate/special/files/himan.pdf

B： 脂質異常と糖尿病が疑われる方に向けたパンフレット
https://www.bs.jrc.or.jp/th/iwate/special/files/shishitsu_2.pdf
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A： 薬の服用と献血ができるまでの期間に関するパンフレット
https://www.bs.jrc.or.jp/th/iwate/______%28___%29.pdf

B： ホームページ上の専用バナー
https://www.bs.jrc.or.jp/th/iwate/
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「献血de健康管理」
https://www.bs.jrc.or.jp/th/iwate/special/files/kenketsudekenkokanri.pdf
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ルームで，所長による献血時の検査データに基づ

いた健康管理の説明を行っている。渉外担当者か

らは，「献血は，健康管理に関心を高める良い機

会になる。献血協力事業所担当者に，このチラシ

を活用して積極的に献血の啓発・周知をお願いし

ている。」という声があった。

これらのパンフレットは，献血者や献血協力事

業所担当者へ配付し，ホームページに掲載してい

る他，印刷しファイルに収めたものをすべての献

血バスとルームに設置し，待ち時間に自由に閲覧

できるようにしている。

【まとめ】

岩手センターの取り組みの成果を３つあげる。

１．�血色素による不適者数が減少し，バス１稼働

数の増加にもつながった（全不適者数にしめ

る血色素による不適者数の割合：平成28年

度54.4％→平成29年度33.4％，バス１稼働数：

平成28年度36人→平成29年度43人）。

２．�献血者の貧血，高血圧症，肥満，脂質異常，

糖尿病など疾患予防の意識向上に寄与した。

３．�渉外活動の際，献血協力事業所担当者と話す

きっかけにもなり，献血のお願いがしやすく

なった。

【取り組みの有用性】

献血者に役立つ新しい医療情報を提供すること

で，献血を介して疾患予防のための健康に関する

意識改革を行い，県内全土で献血推進とともに献

血者の健康管理に寄与することができる。


